




はじめに 

これまでわが国では、新生児スクリーニングにより5名のメープルシロップ尿症の患者が

発見され､うち 1名は新生児期に死亡したが残りの4名は生存し治療をうけている。われわ

れは、これら患者からリンパ球を分離しそれを Epstein Barr ウイルスを使って株化、保存

し、今後の研究、治療法改善などに役立てることを目標として以下の研究を行った。 


